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中学生の夢想起頻度に影響を及ぼす要因の研究
－テスト不安と性差の関係について－
高橋敏治・船井彩
要旨
本研究では公立中学校の生徒１～３年生２５０名〔男子：１２５名，女子１２５名，平均年齢：13.46歳（男子：
1350歳，女子：13.42歳)〕を対象に夢とテスト不安の質問紙を用いてテスト不安および性差が夢想起頻度に
及ぼす影瀞，さらに夢内容について検討した。試験直前（2003年６月）と平常時（2003年７月）の２時点に
おいて夢を想起するように求めたところ，期末試験をストレスと認知した生徒は，平常時よりも試験直前にお
いてより多くの夢を想起した。性差については，試験時・平常時において性別により夢想起頻度に差が生じ，
男子に比べ女子の方が有意に高い得点を示した。これらの結果は，テスト不安やストレスイペント（ストレッ
サー）が高いと夢想起頻度も関迎して高くなるということ，また男子に比べ女子の方が夢を多く想起する傾向
にあることを示していた。
また，本研究で夢想起頻度に影響する要因はテスト不安やストレスイベントだけでなく，性差，自己開示度，
記憶をはじめさまざまな要因が複雑に１１M連している可能性が示された。夢内容については期末試験というスト
レス条件により，明噺度・色彩などが強調される可能性があった。今後は妙に対する態度を含め，心理学的側
面からだけではなく，生理学をはじめとした多面的な検討を行うことが望ましいと考えられる。
段階や，自律神経系活動と夢現象との関係につい
ての研究が行われた。当初の研究では，ＲＥＭ睡
眠期の夢はＮＲＥＭ睡眠期の夢に比べ，質的に異
なるという知見が一般的であったが（福間，
1969)，その後睡眠段階により報告時の認知的違
いが生じること，あるいは鉦的な違いが生じるこ
とはあるが，夢自体の質的な差はないとする知見
も報告されている。最近では，夢現象の発現メカ
ニズムをＰＥＴ・f-MRIによる脳画像解析法など
の視点から大脳の機能との関連で追及する方向で
研究が進められている。
Ｉ．はじめに
第１節夢研究の歴史
夢研究の歴史は，Freud,Ｓの「夢解釈」によっ
て初めて科学的接近がなされ，夢が我々の心の深
層を理解する上で重要な手がかりを与えてくれる
ことが示された。欧米ではこのFreud,Ｓ・の力動
的心理学の観点から夢に対するアプローチがさか
んなのに対し，日本では生理心理学的研究が多く，
夢の研究方法に違いがみられる。
Aserinsky,Ｅ､＆Kleitman,Ｎ、（1953）による
急速眼球連動（ＲＥＭ：RapidEyeMovement）
を伴う睡眠の発見は，睡眠研究全般に飛躍的発展
をもたらし，同時にこのＲＥＭ睡眠が夢と密接な
関係にあることが知られて以来，夢見に関する研
究が著しく促進された。特に脳波に基づいた睡眠
第２節夢想起頻度について
前節で述べたように，睡眠の生理学的研究の進
歩により，ＲＥＭ期に被験者を覚醒させた時の夢
の再生率は６０～93％に分布している。そして夢
想起に大きな関わりがあるとされているＲＥＭ期
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'よ，普通の人であれば一晩に３～５回生じ，ＲＥＭ
睡眠のうちで占める時間的比率は皆ほぼ同程度の
約20～25％（1.5～2.0時間）であると言われてい
る。しかし，普段の生活状況ではよく夢を想起す
る傾向のある人とそうではない人が存在し，夢想
起頻度には個人差がある。これまでの研究から，
夢想起頻度に影響を及ぼす要因として以下の要因
が考えられる。第１にストレスとなるライフイベ
ントの外的要因が挙げられる。被験者の生活体験
や過去に経験した体験の影響として，戦争などの
外傷的体験が夢の内容に影響を与えることはよく
知られていることである。例えば，サンフランシ
スコ大地震の直後，地震前より悪夢の生じる頻度
が急激に増え，時間の経過と共に悪夢の頻度が減
少したという報告がある。また日本でも阪神淡路
大震災において，３０４人のうち３６人から「しば
しば地震の時の夢でうなされる」などの悪夢の訴
えがみられたことが報告されている（河野，
1995)。このようなケースは，心的外傷後ストレ
ス障害（PTSD：Post-traumaticstressdisor‐
der）による「イペントについての反復的で苦痛
な夢」として，診断基準に取り上げられている。
第２に人格特性要因である。夢想起頻度に関する
研究は，精神分析の流れを汲む研究者によって夢
を想起する傾向の人とそうではない人との人格の
違いに焦点があてられた。不安・知性と夢を想起
しない人との正の相関が示されたという報告をは
じめ，夢想起頻度と不安体験の多さ，夢想起頻度
と不安とは正の相関であり，抑圧・自我の強さと
は負の相関であるという報告がある。これらの先
行研究では人格検査によって説明された特性と夢
想起頻度との関係については矛盾する点も多く，
十分一致した見解は確立されていない。一方近年
の研究において人格特性とストレスイベントの相
互作用から夢想起頻度を捉えようとする試みがな
されている。松田（1997）は，高校生を対象とし
て，夢質問紙・日本語版ＳＴＡＩ（State-Trait
Anxietylnventory）・高校生学校ストレッサー
尺度を用いて同一被験者の夢想起頻度についてス
トレスイベント（定期試験）のある時期とない時
期の２時点により測定し，人格特性（特性不安）
とストレスイベント（定期試験）の相互作用を検
証した。その結果，不安傾向の高い人が試験前な
どのストレス状況下におかれた時には夢想起頻度
が上昇するという知見を得ている。
第３節夢と性差の関連について
これまで夢に関する多くの研究がなされてきて
いるが，夢と性差に関する研究では未だに知見が
一致していない。たとえば夢想起について男女を
比較した場合，女性の方が多く夢を想起するとい
う結果がある一方，鑓・平野（1985）は，男性の
方に夢想起者が多く，女性は夢の記憶が有意に明
瞭であると報告している。そして児玉（2000）の
研究によると，夢想起は男女共に「週に１．２回
夢を見る」と答えた人が多く，夢想起頻度に男女
差は見られなかったと報告している。その他に夢
の色彩についての男女差の研究があり，男性が女
性よりも色彩夢をみることが多いなどの報告があ
るが，性差は明らかにされていない報告も多くあ
る。
第４節夢内容について
これまで夢に関する多くの研究の中で，生理学
的側面，あるいは心理学的側面から夢の内容に関
する研究が行われてきている。しかし夢と性差に
関する研究同様，未だに知見が一致していないも
のが多い。鑓・平野（1985）によれば，夢に共通
なものがみられるかという点を検討するため，８
人の被験者について調べた結果，３８夜における
夢のうち７夜の夢の主題が共通していたという結
果がある。しかし日本においては欧米に比較して，
夢の内容に関する研究が少ないのが現状である。
福間（1969）はＲＥＭ期覚醒法を用いて各睡眠
段階での被験者の自覚体験（夢の内容）について
の調査研究を行った。その結果，明噺な夢の出現
率は，ＲＥＭ段階の夢の７５％を占めたが，ＮREM
期の夢では４９％にすぎず，自宅夢では７７％で
REM段階の夢に近かった。夢を想起しやすいと
いわれているＲＥＭ睡眠と自宅夢との夢出現率が
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に知見が一致しておらず，実証的な証拠が不十分
である。松田（1997）の研究においては，人格特
性とストレスイベントの相互作用から夢想起頻度
を捉えようとする試みがなされたが，夢想起頻度
と性差との関係の有無については検討していない。
そこで，本研究では中学生を対象とし，質問紙
を用いて夢想起頻度とテスト不安・性差の関係を
検討することにした。なお本研究で中学生を対象
とする理由は，これまでの調査から，他の学校段
階に比べ，中学生は成績や進学などに関する悩み
を多く待つこと，あるいは中学生は小学生に比べ
て学業についてのストレッサーを高く評価してい
る（岡安他，1992）という報告がなされているこ
とが挙げられる。中学生は高校受験を控えている
ため，学業成績の重要性をより高く評価しており，
この点を考慮すると，中学生のテスト不安構造は
小学生や高校生，あるいは大学生とは異なった特
徴を示す可能性が考えられる（三浦他，1997)。
そのため本研究のように定期試験をストレスイベ
ントと設定した調査においては，学業をストレス
とより高く評価しているという知見が認められて
いる中学生を対象とすることが望ましいと考えた。
そして特性を図る測度として本研究では，テスト
不安尺度を用いることとした。その理由としては，
過去の研究で人格特性が夢想起に必ずしも関連し
ていないこと，そして中学生という世代は人格発
達の途上であり，十分に人格特性が安定した１つ
の指向性を示す性格とは考えられないことによる。
近いため，自宅で夢内容を分析するなど一定の基
準によって評価測定する方法が望ましいと考えら
れる。この方法は，一定の基準で夢の情動要素な
どを評価し，統計的に処理することができる点で，
夢の内容の研究を客観化するのに有用である（大
熊，1968)。
第５節テスト不安について
学期中間や学期末の定期試験，入学試験などさ
まざまな試験場面で誘発される不安は「テスト不
安」と呼ばれ，例えば「心臓がどきどきする」
｢緊張する」「神経質になる」等の身体的・心理的
反応としての不安成分，あるいは，「失敗するか
もしれない」「努力してもムダかもしれない」な
どの妨害的思考としての不安成分など，異なる次
元を含むものとされている。日本の研究でも，普
段の学習活動の成果を発揮する妨げとなったり，
学校生活におけるさまざまな不適応行動を引き起
こす原因となることが指摘されている。能力，学
力，理解度，到達度などが審査される評価的状況
であるテスト場面において個人が経験する不安を
測定しようという試みはテスト不安測定尺度の開
発や，テスト不安の課題遂行へ及ぼす影響の検討
など，多くの研究が行われてきた。
日本においてもテスト不安を測定する方法の研
究の進展とともに，さまざまな年齢，あるいは発
達段階の児童生徒を対象に検討が行われ，まとめ
ると以下のようになる。
①一般に男子よりも女子にテスト不安が高い
②学年差が認められる
③内的統制型の者は外的統制型の者に比べテ
スト不安得点が低い
などである。特にテスト不安と性差との関係にお
いては諸外国の研究でも「一般に女子の方が男子
よりも不安傾向が強い」という報告がなされている。
Ⅱ本論
第１節目的と仮説
本研究の目的は，テスト不安が夢想起頻度に及
ぼす影響を検証することに加え，上記に示してき
たように，これまでの研究で一致していない夢想
起頻度と性差との関係，そして夢内容について検
討することである。そこで本研究では中学生を対
象とし，テスト不安質問紙と夢質問紙を用いて夢
想起頻度に影響を及ぼすと考えられるテスト不安
及び性差の関係を明らかにし，加えて夢内容につ
第６節問題の所在
これまで述べてきたように，過去にも夢につい
てのさまざまな研究が行われているが，夢想起頻
度と性差との関係についての研究においては未だ
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いて調査した。
本研究では，①不安傾向の高い人はストレスイ
ベントがある状況におかれた場合には夢想起頻度
が上昇する，②男子に比べ女子の方が一般的に不
安傾向が強いのであれば，同様に夢想起頻度にお
いても女子の夢想起頻度が高くなるという２点を
仮説に設けた。
｢睡眠と健康に関する世界プロジェクト」が作成
した不眠症判定法である。「夜間目が覚めるか」
「日中に眠気はないか」など８つの質問に対する
回答を４件法で行う。得点は最大２４点で数値化
し，客観的に不眠度を測定できるように工夫され
ている。診断結果はｌ～３点（睡眠障害の心配な
し)，４～５点（不眠症の疑いが少しある)，６点～
９点（不眠症の疑いがある)，１０点以上（医師に
相談する必要がある）である。なお，アテネ不眠
尺度は第１回調査初日に施行した。
②夢質問紙
本研究は，期末試験といった現実的なストレス
イベントがある時の自然な睡眠状態での自宅夢を
調査することを目的としているため，山中・松本
(1984）によるDreamDiary法（Cohen,l974a
l974b）を採用した。毎朝起床時に夢想起をチェッ
クし，内容を思い出せる場合は夢内容に関する質
問に進む。夢想起の程度を，２点（夢の内容まで
想起できる)，１点（夢を見たことは覚えている
が内容はまったく想起できない：contentless)，
０点（夢を見ていない：dreamless）で得点化し
た。なお，夢を２つ以上想起した場合も２点とし
た。夢想起得点は３日間の合計得点であり，０～６
点の範囲に設定してある。
本研究での夢内容に関する質問は，自由記述で
はなく，福間（1969）が作成した夢調査用紙の一
部の６項目（｢よく眠っていたか」「どんな場所だっ
たか」「自分自身は出てきたか」「他人は出てきた
か」「夢ははっきりしていたか」「夢に色はついて
いたか｣）を採用した。
③ＦＴＡ日本語版尺度（FRIEDBENTest
AnxietyScale；松原他（2001)）
FRIEDBENTestAnxietyScaleとは1997年
にイスラエルのFriedman,ＬＡらが児童期・青
年期のテスト不安を測定するために開発した尺度
である。テスト不安は一般に「テストで良い成績
を取るのに必要な反応を妨害する不適切な反応」
と定義されている。テスト不安研究は1950年代
以降さかんに行われ，これまでにさまざまな知見
が得られている。しかしテスト不安研究をレビュー
第２節方法
第１項被験者
神奈川県内の公立中学校の生徒１～３年生250
名（男子：125名，女子125名，平均年齢：13.46
歳，ＳＤ：0.869）である。
第２項手続き
同一被験者群に試験直前（2003年６月）と平
常時（2003年７月）の２回にわたって調査を実
施した。２００３年６月に実施した第１回調査は，
期末試験直前（試験時）であり，同年７月に実施
した第２回調査は，統制条件として夏休み前の試
験終了後（平常時）である。調査用紙はホームルー
ム時に担任により，配布・回収された。なお本調
査では，睡眠障害をもつ被験者を取り除くために
アテネ不眠尺度を用いてスクリーニングを行った。
夢質問紙においては各自３日間毎朝起床時に記入
してもらった。被験者には各条件の調査前日に教
示を行ったが，調査前に内容を説明することは個
人の夢想起に影響を及ぼす可能性も否定できない
ため，調査する意図については知らせないように
した。また，調査の実施については２００３年２月
に大学生を対象に行った予備調査（2002年１２月）
の結果と調査用紙を中学校に持参し，調査内容を
確認した上で，結果のフィードバックを条件に校
長・教頭先生から承諾を得た。各条件３日間ずつ，
合計６日間の調査を行った。
第３項使用尺度
①アテネ不眠尺度（ＡＩＳ：Athenslnsomnia
Scale） 
世界保健機関（ＷＨＯ）を中心として設立した
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した藤井（1995）が指摘しているようにテスト不
安の構造は，十分に明らかにされていない。
FTA尺度は，従来の尺度構成で下位尺度とされ
てきた「心臓がどきどきする」「とても緊張する」
などの緊張因子及び「失敗するかもしれない」な
どの認知的妨害因子では不十分であるとして「テ
ストで失敗すると親・友人・教師などから悪く思
われたり，バカにされるのではないか」など，被
軽蔑不安といえる社会的失墜因子を下位尺度に加
えた全部で23項目からなる６件法の尺度である。
なお，得点は２３～138点の範囲にある。この尺度
を第１回調査と第２回調査のそれぞれ最終日のホー
ムルーム時に施行した。
を用いて中学生と高校生それぞれ約5,000名を対
象に行った研究によると，中高校生ともに心身症
状のほとんどの項目で，社会人よりもはるかに悪
い評価がなされていた。このことから本研究の被
験者が特別な結果を示しているのではなく，睡眠
に関する問題は現代において中高生では大きな問
題であり，中学生の睡眠が良好ではないという実
態と一致する結果であった。
第２項夢想起頻度におけるテスト不安と
性差の関連についての検討
調査者は期末試験をストレスイベントと考え設
定したが，被験者にとって期末試験が本当にスト
レヅサーとなっていたかどうかには個人差がある
と考えられる。そのため本研究では試験時と平常
時における個人内のテスト不安得点の変化鉦（第
１回調査のテスト不安得点一第２回調査のテスト
不安得点）をもとめ，平均値ＵＶ＝5.28,s、＝
8.33）以上の変化量を示した場合，期末試験がス
トレッサーになっていると操作上定義した。平均
値以｣二の変化量の群を不安高群（"＝１１０，〃＝
2.64,sＤ＝2.15）・平均値未満の変化量の群を不
安低群（"＝140,胚＝1.84,sＤ＝2.12）に分割し
た。不安高群と不安低群のテスト不安得点をｔ検
定したところ有意差が得られた（パ248)＝17.962,
ｐ＜,0001)。
まず男子においてテスト不安が高い群を「男子
不安高群（"＝45,〃＝12.02,ｓＤ＝545)｣，男子
においてテスト不安が低い群を「男子不安低群
("＝80,Ｍ＝-0.56,Ｓ、＝602)｣，女子において
テスト不安が高い群を「女子不安高群（"＝６５，
１V＝12.54,s、＝6.29)｣，女子においてテスト不
安が低い群を「女子不安低群（"＝60,Ｍ＝0.13,
ｓＤ＝3.63)」に分け，試験時および平常時におけ
る夢想起頻度の平均値を求め，その結果を表ｌに
示した。
夢想起得点について，２（テスト不安；不安高
群と不安低群の被験者間要因)×２（性別；男子と
女子の被験者間要因)×２（実施条件；試験時と平
常時の被験者内要因）の三元配置分散分析を行っ
第３節結果
第1項アテネ不眠尺度を用いた睡眠障害調査
について
被験者の睡眠障害の有無について明らかにする
ために，アテネ不眠尺度の不眠得点を算出した。
採点方法はSoldatos,ＣＲ､ら（2000）に基づき行っ
た。２５０人全員の被験者が０～５点という結果と
なった。アテネ不眠尺度の診断基準によると１０
点以上を示した場合医師の診断が必要であると考
えられている。そのため，本調査において臨床的
に睡眠障害をもつ被験者はいないと判断できた。
しかし，全体の半数以上が４～５点「不眠症の疑
いが少しある」に分布していた。このことは，臨
床的に睡眠障害という診断はなされないが，睡眠
の質の面で良好な睡眠をとることが出来ていない
状態を示していた。ＮＨＫの国民生活時間調査に
よると，夜間の睡眠時間はどの年齢層でも短縮し
つつあるが，夜型化の程度は若年層ほど著しいこ
とが示されている。中高校生では極端に睡眠時間
が短縮されており，夜間睡眠の短縮は日『１１の覚醒
レベルの低下をもたらし，眠気や居眠りのみなら
ず精神機能にも様々な悪影響をもたらすといわれ
ている。福田・石原（2002）が社会人の生活習慣
調査から得られた睡眠パターンの分類表（不眠傾
向群・良好睡眠群・長時間睡眠群・短時間睡眠群・
不規則睡眠群・睡眠相後退群の６種類に分ける）
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表１賦験時・平常時における各要因の平均夢想起得点 第３項夢内容についての検討
試験時・平常時の夢内容についての検討を行っ
た。自覚体験の聴取には夢質問紙の追加項目（福
間，1969より抜粋）を用いて，まず朝起床した
際に被験者が夢をみていたかどうかを聴いた。そ
して被験者が夢をみていた場合は①「夢の内容ま
で覚えている｣，②「夢をみたことは覚えている
が内容は全く思い出せない」のどちらかを選択さ
せ，内容を覚えている場合は「夢に出てきた場所」
｢自己の登場の有無」「他人の登場の有無」「夢の
明蜥さ」「夢の色彩」についての質問を行った。
本研究では，試験時・平常時各３日間ずつ夢想
起とその内容についての調査を行ったが，ここで
は試験直前である１日前を「試験時｣，試験によ
るストレスが一番低くなると考えられる試験後３
日目を「平常時」と定義し，夢内容についての検
討を行った。なお，夢内容についてはグラフから
視覚的に読み取れる結果を示した。
はじめに夢想起についての結果を以下に示した
(図２)。その結果，試験時・平常時共に半数以上
の被験者が「夢をみていない」と答えていた。夢
をみていることを示す「夢の内容まで覚えている」
｢夢をみたことは覚えている」を総合してみると，
試験時は平常時に比べ倍以上の被験者が夢をみて
いることがわかった。そして試験時では「内容ま
で覚えている」が「夢をみたことは覚えている」
の３倍に対し，平常時では逆に「夢をみたことは
た。その結果，テスト不安の主効果（Ｐ（1,246)＝
4.62,ｐ＜０５）と実施条件の主効果（Ｆ（1,246)＝
133.09,ｐ＜０１）が有意であり，性別の主効果（Ｆ
(1,246)＝3.69,05＜ｐ＜」0）が有意傾向であった。
そしてテスト不安と実施条件の交互作用が有意で
あった（Ｆ（1,246)＝9.97,ｐ＜０１)。以上の結果
から，テスト不安の高い生徒（不安高群）は低い
生徒（不安低群）に比べて多くの夢を想起する傾
向にあり，その差は試験時に顕著に表れることが
示された。
テスト不安と実施条件の交互作用（Ｆ0,246）
＝9.97,ｐ＜､01）に有意差がみられたため，
Bonferroni法による単純主効果の検定を行った。
単純主効果の検定結果から，試験時においてテ
スト不安の高低によって夢想起頻度に差が生じる
こと，そしてテスト不安（不安高群・低群）とも
試験前と平常時の実施条件によって夢想起頻度に
差が生じることが示された（図１)。また，性差
については，性別の主効果に有意傾向がみられ
(Ｆ（1,246)＝3.69,05＜ｐ＜・10)，女子は男子に比べ
て多くの夢を想起する傾向にあることが示された。
250 
200 '''iｌ 麓鰯’ 人150数 IOD 5０ 
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０ 内容までみたことはみていない
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図２賦験時・平常時における夢想起の比較
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覚えている」が「内容まで覚えている」の約４倍
を示していた。このことから試験前は平常時と比
べ，「試験」というイベントが被験者の中でスト
レスとなり，不安が高くなるため夢想起の頻度の
上昇と共に，夢の内容を記憶しやすくなっている
と判断できた。
次に夢に出てきた場所についての結果を以下に
示した（図３)。その結果，試験時において「知
らない場所」「架空の場所」の，これまで被験者
が知らない場所（記憶にない場所）に関する夢が
半数を上回っていた。データ数が少ないためこの
結果から判断することは難しいが，平常時におい
てはよく知った場所と知らない場所（記憶にない
場所）にあまり違いがみられなかった。
次に夢への自己の登場の有無についての結果を
以下に示した（図４)。その結果，試験時・平常
時共に「自分は出てきた」と答えた被験者が多い
が，「自分は出てこない」という答えも多く，実
施条件による差は明らかではなかった。
夢への他人の登場の有無についての結果を以下
に示した（図５)。その結果，試験時・平常時共
に「他人が出てきた」と答えた被験者が多かった。
夢における自己の登場と同様に，実施条件による
差は明らかではなかった。
夢の明噺さについての結果を以下に示した（図
6)。その結果，試験時・平常時共に「夢がはっき
りしていた」と答えた被験者が多かったが，平常
時の夢の明lWTさは夢が「はっきりしていた」「はっ
きりしていない」の差はなく，夢の明噺さは試験
というストレスにより強調される可能性が考えら
れた。
次に夢の色彩についての結果を以下に示した
(図７)。その結果，試験時・平常時において「夢
に色がついていた」と答えた被験者が多かった。
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強力なストレスイベントのみならず，日常生活一
般の中で個人がかかえるストレスイベントも夢想
起頻度と関連しているというモデルを支持してい
る。そしてSchredLM・ら（1996）は，１０歳か
ら１６歳の学生において，全般性不安の高さと不
安な夢の頻度に相関があり，特にテスト不安が高
い時に，テストに関連した不安な夢をよく想起
することを見いだしている。本研究において対
象とした被験者は中学生であり，SchredLM・
らの研究で対象としている被験者と同年代であ
り，本研究で示された結果と概ね一致する結果
であった。
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図７賦験時・平常時における夢の色彩の比較
しかし平常時の夢の色彩には夢に「色がついてい
た」「色はついていない」という回答の差は明ら
かではなかった。夢の明蜥さと同様に，夢の色彩
についても試験というストレスが増強させる可能
性が考えられた。
第２項夢想起頻度と性差との関係
（仮説2）について
性差については夢想起得点について三元配置分
散分析を行った結果，性別の主効果が有意傾向で
あった。性別によって夢想起頻度に差が生じるこ
とがある程度認められ，女子は男子に比べて多く
の夢を想起する傾向にあることが示された。この
結果は「男子に比べ女子の方が一般的に不安傾向
が強いのであれば，同様に夢想起頻度においても
女子の夢想起頻度が高くなる」という仮説２を支
持するものであった。
本研究においてはこれまでの研究で述べられて
きているように，男子と女子とでは一般に男子よ
りも女子のテスト不安が高いというモデルが支持
され，テスト不安に関しても女子の方が有意に高
いという結果であった。そして夢想起頻度におい
ての分散分析の結果から，男女を比較した場合，
男性に比べ女性の方が夢を多く想起するというモ
デルを支持する結果となった。
第４節考察
第１項テスト不安とストレスイベントの影響
（仮説1）について
夢想起得点について三元配置分散分析を行い，
テスト不安と実施条件の交互作用が有意であった
ため，単純主効果の検定を行った結果，試験時に
おいてテスト不安の高低によって夢想起頻度に差
が生じること，そしてテスト不安の両群において
試験前と平常時の実施条件によって夢想起頻度に
差が生じることが認められた。テスト不安の高い
生徒は低い生徒に比べて多くの夢を想起する傾向
にあり，その差は試験時に顕著に表れることが示
された。この結果は「不安傾向の高い人がストレ
スイベントのある状況におかれた場合には夢想起
頻度が上昇する」という仮説ｌを支持するもので
あった。また，中学生のストレスイベント（スト
レッサー）となる定期試験は，いずれの条件にお
いても夢想起頻度と関連していたことから，スト
レスイベントの主効果モデルが支持された。この
ことは，夢の内容を示した結果からわかるように，
試験前によく夢を想起し，試験が終わり夏休み前
になると想起される夢の数が減少したことを示し
ている。本研究は，松田（1997）の地震のような
第３項夢内容について
夢質問紙を用いて夢の内容についての検討を行っ
たところ，夢想起についての結果は，試験時・平
常時共に半数以上の被験者が「夢をみていない」
と答えているが，試験時は平常時に比べ２倍以上
の被験者が夢をみていることがわかった。夢をみ
ていたと回答した被験者の中では，試験時におい
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ことはできないが，本研究の被験者は中学生であ
り小学生と年齢的にも近いため，夢に関する関心
が高く，そのことが夢の明lWiさに反映された結果
となった可能性が考えられる。
還後に夢の色彩については試験時・平常時共に
｢夢に色がついていた」と答えた被験者が多かっ
た。従来色彩夢の出現率は13～40％と報告され
ているが，色彩夢は一般に考えられているよりも
多いとの報告もある。そして色彩夢といっても，
情景の全体に色がついているものよりも，たとえ
ば青い服，赤い花などその一部だけ色彩がついて
いる場合が多く，注意深く想起する必要があるた
め，夢に対する関心や注意が高い人は色彩夢が想
起される可能性が大きいという報告もある（大熊，
1977)。今回このように高い割合で夢に色がつい
ていたという報告がなされたのは，まず中学生は
夢に対する関心が高いということ，そして「色彩
夢」の認知が違う可能性が考えられる。－部だけ
色彩がついている夢をどのように捉えるのかとい
うことの個人差との関わりの問題のほかにも，調
査を行った時期はどの学年も夏休み明けに提出の
美術作品に取り組んでいたため，絵画の影響もあ
るのかもしれない。
ては「夢の内容まで覚えている」が多く，平常時
では「夢をみたことは覚えている」の方が多かっ
た。このことはストレヅサーとなる試験の有無に
よる違いではないかと考えられる。これまで述べ
てきたように，試験と夢想起頻度に関連が認めら
れたということは，試験が夢に影響を及ぼしてい
るということになる。すなわち試験が終了してい
る平常時においては夢想起に影響を及ぼすストレ
ス要因が少なくなる。夢は日常生活において特に
意識されない現象として体験されているため，試
験という外的要因がなくなると，刺激がなくなる
分内容を忘れやすいのかもしれない。夢に登場し
た場所については，試験時においてこれまで被験
者が知らない場所に関する夢が半数を上回ってい
る。福間（1969）は，「知らない場所」「架空の場
所」などの奇異・不合理な夢は夢の特徴であり，
活発・活動的な場合に出現するものであるとして
いる。このことから，試験時に多くみられた「知
らない場所」「架空の場所」などの奇異・不合理
な夢は試験の影響で活発・活動的になったことか
らみられた結果だと考えられる。そして夢への自
己の登場の有無については，試験時・平常時共に
｢自分は出てきた」と答えた被験者が多いものの，
夢における自己の登場に関しては実施条件による
差は明らかではなかった。また，夢への他人の登
場の有無についても試験時・平常時共に「他人が
出てきた」と答えた被験者が多く，この点も実施
条件による差は明らかではなかった。このことか
ら夢の登場人物に対しては直接ストレッサーの影
響は小さく，むしろ被験者個人の日常体験が反映
されるために試験時・平常時に差がみられなかっ
たと考えられる。また夢の明lWiさについては試験
時・平常時共に「夢がはっきりしていた」と答え
た被験者が多かった。夢想起の明噺さについては
夢に対する個人の関心が反映されるのかもしれな
い。蝋・平野（1985）の小学生と大学生・社会人
を対象に行った研究では，夢想起の明瞭性は小学
生が有意に高く，夢に関する関心は年齢と共に減
少していく傾向が見られると報告している。本研
究では夢への関心を考愈していないため検討する
Ⅲ．おわりに
本研究では，夢想起頻度を中心として，夢とテ
スト不安・ストレスイベント．そして性差との間
に関連があるのか，また夢の内容について質問紙
から検討した。本研究ではテストをストレスと感
じている生徒は試験前によく夢を想起し，試験が
終了すると夢想起頻度も減少した。このことは先
行研究とよく一致した結果であった。さらに性差
については，本研究ではテスト不安において男子
に比べ女子の方が「不安」が高いということが認
められ，女子の方が男子に比べ夢想起頻度が高く，
このことから不安と夢想起頻度との関連性が示さ
れた。夢に関する関心の高低は，個人の人格特性
や夢に影響を及ぼすような外的な要因が考えられ
た。日常の体験が夢に反映されるということは周
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知の通りであり，本人にとって印象の強い経験は
より夢に反映されやすい。すなわち不安な人や本
人にとってストレスイベントとなりうる要因は日
常生活において解決しなければならないと気になっ
ている課題が多いと考えられる。その気になって
いる課題が多く，困難であるほど，夢想起頻度が
高くなると考えられる。このことは，被験者であ
る中学生にとって今回ストレスイベントとして設
定した定期試験が夢に影響を及ぼす外的要因であっ
たため，テスト不安の主効果が夢想起頻度と関連
が認められたという今回の結果とよく一致してい
る。また本研究では，テスト不安の感じやすさを
ストレッサーとしてとらえテスト不安を用いて検
討したが，夢想起頻度との関係が認められたこと
から，テスト不安が中学生にとっては個人特性と
して夢想起頻度に影響を及ぼしていると考えられ
る。そして夢内容については，試験というストレッ
サーにより明噺度・色彩などが強調されたと考え
られた。
本研究には問題点もいくつか考えられる。まず
被験者の学年差の問題である。学年ごとに定期試
験に対する考え方にも差が出ている可能性もある
ため，さらに一定の条件を確保できるように計画
を立てることが望ましい。また本研究では夢内容
に関する質問は選択形式にしたが，内容を自由記
述してもらうなどの方法も必要だったかもしれな
い。夢などの報告を行う際には被験者の自己開示
や社会的望ましさが関連してくるため，生徒のプ
ライバシーの問題なども考慮して選択形式にした
が，夢は複雑な現象であり，選択形式では自分の
夢が当てはまらないという場合が考えられる。そ
のため可能であれば自由記述をしてもらうことで
詳しい分析が可能となった可能性がある。
本研究では，夢想起頻度に影響する要因として
テスト不安と性差が関連している可能性が示さ
れた。さらに夢内容に関しては，今後は夢に対
する態度を含め，心理学的側面からだけではな
く，睡眠段階との関連など，精神生理学的側面
を組み合わせて調査を行うことが望ましいと思
われる。
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